
 

 

 

Excel 基本操作講座 
 
 
 
  



1. 基本演算 
数値や記号は必ず半⾓英数字を⽤いること。全⾓では正しく読み取ってくれない。 
下のように書くことで、四則演算、冪乗ができる。 
 

       
 

     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



2. 基本統計量 1 
 

 
 
関数を⽤いることで、簡単に基本統計量を求めることができる。 
関数中の (B3 : B22) とは、「セル B3 から セル B22 までの範囲で」ということ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



個数の求め⽅。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



3. 基本統計量 2 
 
ここでは、相関係数と散布図について求めることができるようにする。 

 
相関係数は、2 つのデータを引数として読み込む必要がある。 
「=CORREL(データ 1, データ 2)」の形で相関係数を求めることができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



散布図は、 
① データの範囲を選択し 

 
②  「挿⼊」から散布図を選択。 

 
 
 
 
 
 



③ 完成 

 


